
令和６年度 多摩市立聖ヶ丘小学校  授業改善推進プラン  教科名             

 

算数科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

ア 知識及び技能 イ 思考力、判断力、表現力等 

数量や図形などについての基礎的・基本的な知識及び技能を習得すること。 目的に応じて必要な情報を取り出して解釈すること。 

 

 児童・生徒の学力の状況（課題） 授業における具体的な手だて 手だての実施時期 成果検証（２月） 

第１学年 ア１位数と１位数との加法と、その逆の減法を苦

手としている。 

 

イ問題場面の数量の関係を捉え、式や場面の絵

や図に表すことに課題がある。 

ア加法と減法の計算の基礎を身に付けるために、

ブロックやおはじきといった具体物や図を使って

数の操作を繰り返し行い、数量の関係を捉える。 

イ計算の意味や計算の仕方を考えたりすることが

できるように、場面の様子を視覚化し、実際に手

を動かしながら具体物や図、ブロックを用いて考

える活動を行う。 

ア５月～７月 

 

 

イ５月～ 

アブロックなどの具体物を使った計

算方法を徹底し、筆算で位取りを意

識させることにより、計算方法の理解

を身に付けることができた。 

イブロックなどの具体物を操作するこ

とにより、加法や減法の場面をイメー

ジし、式に表すことができるようになっ

た。 

第２学年 ア乗法の意味を理解して計算することや、かけ算

九九を定着することが苦手としている。 

 

イ問題場面の数量の関係を捉え、式やテープ図に

表すことに課題がある。 

ア乗法が用いられる場面を捉えられるように、ブロ

ックや図を使って数の操作を繰り返し行う。 

 

イ計算の意味や計算の仕方を考えたりすることが

できるように、場面の様子を視覚化し、実際に手

を動かしながら具体物や図、ブロックを用いて考

える活動を行う。 

ア１０月～ 

 

 

イ年間を通して 

ア具体物操作や図を書いて、説明し

合う活動を通して、乗法が用いられる

場面を理解することができた。 

イブロックや数カードでの操作を繰り

返し行うことで、計算の意味や仕方の

理解に繋がった。 

第３学年 アわり算の意味（等分除・包含除）を理解して、計

算することを苦手としている。 

 

イ問題場面の数量の関係を捉え、式や線分図・テ

ープ図に表すことに課題がある。 

ア具体的な場面を通してわり算の意味を捉えられ

るように、具体物や図を使って数の操作を繰り返

し行う。 

イ問題場面から分かっていることや問われているこ

とを捉えたり、必要な情報を取り出して考えたり

できるように、具体物や図、テープ図を用いて可

視化しながら考える活動を繰り返し行う。 

ア５月～ 

 

 

イ年間を通して 

ア具体物の操作や図を使って説明し

合う活動を通して、わり算の意味を理

解することができた。 

イ具体物や図、テープ等を用いること

で、問題場面の理解に繋がり、立式

や問題理解を適切に行うことができ

るようになった。 

第４学年 アわる数が１位数や２位数で、わられる数が２位

数や３位数の場合の計算を苦手としている。

（わり算の筆算） 

 

イ問題場面の数量の関係を捉え、式や線分図に

表すことに課題がある。 

ア除法の計算が確実に身に付けられるように、授

業の始めに復習問題に取り組む。課題が終わっ

た児童からミライシードやプリントに取り組み、習

熟を図る。 

イ問題場面から分かっていることや問われているこ

とを捉えたり、必要な情報を取り出して考えたり

できるように、式や線分図を用いて可視化しな

がら考える活動を繰り返し行う。 

ア５月～ 

 

 

 

イ年間を通して 

アプリントなどで繰り返し計算を解い 

たり、四則計算に触れる機会を増やし 

たりすることで計算の正答率が高くな 

った。 

イ 問題場面から、何が問われている

のか丁寧に行ってきた。式、線分図や

図に表すことができるようになった。 

算数 



第５学年 ア小数の乗法及び除法の計算を苦手としている。 

 

 

 

イ問題場面の数量の関係を捉え、式や２本の数直

線に表すことに課題がある。 

ア小数の乗法及び除法の計算ができるように、整

数の場合と同じ関係や法則が成り立っているこ

とを生かしながら、小数の乗法及び除法の計算

を繰り返し行う。 

イ問題場面から分かっていることや問われているこ

とを捉えたり、必要な情報を取り出して考えたり

できるように、式や数直線、線分図を用いて可視

化しながら考える活動を繰り返し行う。 

ア６月～ 

 

 

 

イ年間を通して 

ア年間を通してベーシックタイムやミ

ライシードを活用した。年度末には、

小数の乗法及び除法の計算を重点

的に復習したことで、少しずつ定着し

てきた。 

イ問題文を読み、分かっていること問

われていることに下線を引いて捉え

た。数直線図を用いて関係性を表し

たことで、自信をもって立式できる児

童が増えた。 

第６学年 ア分数の乗法や除法の計算をすることや、図形の

体積を求めることを苦手としている。 

 

 

 

 

 

 

イ問題場面の数量の関係を捉え、式や２本の数直

線に表すことに課題がある。 

ア分数の乗法や除法の計算の仕方が理解できる

ように、整数の乗法及び除法から、小数の乗法

及び除法へと拡張された乗数や除数の意味を

適用できるようにする。 

  図形の体積を求めることができるように、第５学

年で学習した立方体、直方体の場合の体積の

求め方を基にして、角柱及び円柱の体積も計算

によって求められることを理解できるようにする。 

イ問題場面から分かっていることや問われているこ

とを捉えたり、必要な情報を取り出して考えたり

できるように、式や数直線、線分図を用いて可視

化しながら考える活動を繰り返し行う。 

ア５月～ 

 

 

 

 

 

 

 

イ年間を通して 

ア小数の乗法、除法から、分数の乗

法、除法の計算の仕方につなげて指

導した。計算の仕方を理解できるよう

になったが、期間が空くと計算の方法

を忘れてしまう児童がいた。 

イ問題場面の数量関係を繰り返し数

直線に表す練習をし、整理できる児

童が増えた。 

 

■「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた一人一

台端末等 ICTの効果的な活用について 

■学習の見通しをもたせることや学習を振り返ることの工夫等、「学び 

に向かう力」の育成に向けた取組について 

低学年 ・一人 1台端末を活用し、大型モニターで数の概念を視覚化して共有す
る。【協働的】 

       ・教科書のデジタルコンテンツ（QRコード）を活用して練習問題を行い、習
熟を図る。【個別最適】 

 
中学年 ・一人 1台端末や大型モニターを活用し、児童の考えなどを提示し、考え

た過程をみんなで共有する。【協働的】 
       ・具体物や一人 1台端末を操作して、数量の関係を可視化する。 
                                                  【個別最適】 
 
高学年 ・一人 1台端末を活用して、自分や友達の考えを比較し、共通点や相違点

を話し合い、自分の考えを深める。【協働的】 
       ・図形の学習で自分なりの解決方法を一人 1台端末や具体物、図などか

ら選択する。【個別最適】 

【全学年】 

「問題の把握⇒めあて⇒自分の考え⇒みんなの考え⇒まとめ⇒練習問題⇒振り返

り」の流れを統一し、毎時間同じ展開をする。 

【１～２年】 

授業の最後に何を学んだかを発表したり、ノートに書いたりする。 

【３～６年】 

単元ごとに、学んだことを文章に表現することを通して、既習した内容を振り返る。 

 



 


